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（2）レンタカー・カーシェアリング調査 

ア 調査内容 

飯田市周辺で営業しているレンタカー・カーシェアリングの事業者に対して、市内周辺地域

の利用実態、リニア駅整備に伴う駅前での営業の意向、ならびに営業時に必要とする設備を把

握するため、ヒアリングを実施した。 

イ 調査結果 

・事業者へのヒアリングからリニア駅周辺での営業判断はリニア駅の利用規模を見極めて判断

するとの意見が多数を占める。 

・事業者が新たに店舗を構えるような事業参入については採算性の観点から課題があるものの、

高架下空間等にカウンター型店舗のようなイニシャルコストを低減できるような出店形態

については前向きな意向が示された。 

・全国的な事例として、地方空港には空港内にレンタカー設備を有し、空港敷地内にカーシェ

アリングのポートが整備されている空港もある。空港では空港内の駐車場にレンタカー事業

者が共同駐車場を整備し、送迎を行わずシームレスな貸渡しを目指し、実証実験を行う動き

がある。 

ウ 今後の進め方 

・二次交通としてのレンタカーの営業を促す方法として、高架下空間にカウンター型店舗を設

置することにより、利用者の利便性を高め、事業者のイニシャルコストの抑制が期待できる

ことから、高架下空間の活用も視野に入れて情報収集を行っていく。 

・当地域のカーシェアの普及・定着については、今後のサービス内容の変化などの動向を注視

しながら、情報収集を行っていく。 

 

（3）駐車場システムに関する調査 

ア 調査内容 

利用者が使いやすく、効率的な駐車場管理・運営を行うため、具体的な駐車場設備の内容や

将来の技術に対応した駐車場整備のあり方を検討するため、ヒアリング調査を実施した。 

イ 調査結果 

・ゲートレス駐車場は商業施設での導入実績はあるが、未払いの発生が懸念されることから公

共施設の駐車場では導入実績が少ない。 

・車番認識システムは事前精算が可能となり出庫時の渋滞回避に効果がある。 

ウ 今後の進め方 

・８割以上が午前中の入庫となることから、駐車料金の差別化、予約制の導入を図るなど、駐

車場利用者の集中に対する対策を検討する必要がある。 

・ゲートレス駐車場は料金の未払いが発生しやすく、確実に料金を受領できるゲート式駐車場

の導入が望ましい。 

・車番認識システムは事前精算が可能となり、リニア発着時に集中する出庫においても出口の

渋滞回避効果が期待できるため、引き続き、検討を進めていく。 

 ・リニア開業までには駐車場設備における技術の進展が予想されることから、リニア開業時の

駐車場システムについては、駐車場システムの情報収集をしながら検討していくことが必要

となる。 

 ・当面は、広場の部分供用を行った場合の駐車場の管理方法について協議を進めていく。 
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２ トータルデザインプロジェクト 

「飯田・リニアデザインノート」にある駅前広場空間の実現に向けて、大屋根設計業務に着手し

た。また、リニア駅周辺における景観のあり方について検討するため、リニア駅前広場の空間デザ

インについて検討した。 

 

（1）木造大屋根実施設計業務 

ア 実施内容 

・大屋根の実施設計発注に向けて仕様確認及び関係機関との条件整理を行い、実施設計発注に

必要な図書の作成を行った。 

・実施設計事業者を選定するためプロポーザルを実施し、地元９社で構成する設計チームに業

務を発注した。 

イ 進捗状況 

・当地域の木材や建築事情に精通する設計事業者が共同体制を組み、地元産材の活用や大屋根

の維持管理体制の構築も含めて実施設計業務を進めている。 

・駅前空間のシンボルとなる大屋根に地域産木材の活用を進めるため、地元産材に関する情報

収集を行うとともに、木材の調達体制について検討を進めている。 

・JR 東海を含めた関係機関と大屋根の配置や工法等について協議し、設計に必要な条件等の整

理を行っている。 

ウ 今後の進め方 

・令和６年度内に木造大屋根の実施設計業務を完了させ、建築に必要な地域産木材の調達方法

について検討を進める。 

・市民に愛着を持っていただける大屋根になるよう、公民協働ブランドクリエイトプロジェク

トと連携して大屋根のワークショップや建築工事の見学会など市民に参画いただく機会を設

けていく。 

 

（2）リニア駅周辺における景観のあり方の検討について 

ア 実施内容 

・駅前広場の建築物やサイン等の調和を保つため、リニア駅前空間の意匠基準について関係者

と検討し、リニア駅前広場における建築物等の形態意匠基準について方向性を示した。 

 ・リニア駅前広場に設定した視点場からの眺望を検証し、駅周辺の景観や建築物の高さ制限な

どの基準を示す「環境・景観配慮指針（案）」の作成に向けて協議を進めた。 

イ 取組結果 

・リニア駅前広場全体の空間デザインの考え方として色彩、素材、照明、緑化などの考え方をま

とめた。 

・リニア開業後に、新たに建築物や工作物、看板等を設置する際の検討組織として、専門家や市

民で構成する「デザイン検討会（仮称）」を設け、対話による駅前広場空間のデザインのマネ

ジメント体制の考え方をまとめた。 

・「環境・景観配慮指針（案）たたき台」をまとめ、リニア駅前広場の空間デザインの考え方に

ついて地元との協議を行った。 

ウ 今後の進め方 
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   ・広場内の植栽については地域固有の樹種やシンボルツリー等の検討を進める。 

   ・JR 東海で進めている駅舎との調整を図り、リニア駅前空間と調和した駅舎となるよう、JR 東

海や関係機関と協議を進める。 

・リニア駅からの眺望を含め、リニア駅周辺とその近郊における景観のあり方の検討を進める。 

 

３ 公民協働ブランドクリエイトプロジェクト 

リニア駅前広場の管理運営を担う事業体を組成するため、魅力発信機能の充実や維持管理など民 

間の事業体を主体とする管理運営事業体を組成するための検討を進めた。 

（1）検討体制 

   ・プロジェクトリーダー 中嶋聞多信大特任教授 

業務委託事業者 NTT データ経営研究所 

（2）検討内容 

・管理運営事業体の方針、目指す姿、事業内容、事業体制について検討した。 

・地元事業者及び各種団体とのヒアリングによる意見交換を行った。 

・民間事業者が参加できるプラットフォーム構築に向けた検討を行った。 

（3）検討状況 

・管理運営事業体は「飯田・リニアデザインノート」に示された整備の考え方を前提に、広場内の

施設・設備を活用した事業を行うことを想定し、自然エネルギーや地域の魅力を活かした事業展

開ができるよう検討している。 

・管理運営事業体の設立にあたっては、イベントや観光による変動的な収益に軸を置くのではなく、

様々な安定的なサービスを組み合わせ、事業体全体として経済的に自立した運営体制が構築でき

るよう協議を行っている。 

  ・駅前空間で提供するサービス、必要な設備、事業体として参画するための条件などプラットフォ

ーム（意見交換の場）で協議すべき内容について整理し、設置に向けた協議を進めている。 

（4）今後の予定 

・管理運営事業体に参画を希望する民間事業者等が、駅前広場の事業内容や運営方法について検

討するプラットフォームを構築し、駅前広場の活用について検討を進める。 

・リニア開業時期の状況によっては駅前広場を一部供用していくことも想定しながら、管理運営

事業体の組成、広場活用の具体化を進めていく。 

・管理運営事業体の安定的な収益を支える事業について引き続き検討する。 

 

４ 信州大学との共同研究 

  公民協働ブランドクリエイトプロジェクトにおける地域の魅力情報の発信に向けた取り組みとし

て、リニア開業後のインバウンド需要を見据えたブランディング方略について信州大学と共同研究

を実施した。 

（1）目的 

リニア中央新幹線及び三遠南信自動車道の開通を契機とした飯田・下伊那地域のグローバル・

ブランディングの方略について、信州大学の専門的な知見から学術的に検証し、飯田・下伊那地域

の本質的な価値について明らかにすることで、地域に根ざしたブランド構築を進める。 

（2）研究テーマ 

   「飯田・下伊那地域の文化における本質的価値とは何か」 
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（3）研究の進め方 

・ブランディングを進める上で地域の歴史や文化は大きな要素であることから、歴史・文化的な側

面から飯田・下伊那地域の本質的価値（地域個性）をとらえることとした。 

 

・専門家による講演や意見交換を通じて、他の地域にない特徴として、年代を越えて重層的に継

承されてきている民俗芸能はこの地域の個性となりうることを確認した。 

・地域個性を認識するための一節（タグライン）とそれを表現する映像を研究成果として作成し、

地域の本質的価値としてまとめた。 

（4）研究会について 

８月の開催から全８回の研究会を開催し、前半は飯田・下伊那地域の文化や歴史、民俗芸能やブ

ランド方略に関する４人の専門家を招いて講演会を実施し、その内容を踏まえて参加者による議

論を行った。後半は映像制作に向けた議論を中心に研究会を開催した。 

ア 研究体制 

     （研究者）林 靖人 副学長、中嶋 聞多 特任教授、菊池 聡 教授、勝亦 達夫 講師 

イ 研究会の開催状況 

・第１回目の研究会を８月に開催し、３月まで全８回の研究会を開催した。 

・前半は飯田・下伊那の文化や歴史、民俗芸能の専門家を招いて講演会を実施し、講演内容を

踏まえて参加者による議論を行った。 

・後半は映像制作に向けた議論を中心に研究会を開催した。 

ウ 研究会の成果 

・地域の歴史や文化にもとづく本質的価値（地域個性）として、地域を代表する民俗芸能のひ

とつである遠山郷霜月まつりを映像化し、タグラインを「鄙（ひな）の風流が息づく地：南

信州」としてまとめた。 

・飯田・下伊那地域の伝統芸能は時代を越えて重層的に継承されており、遠山郷霜月まつり以

外の人形芝居や花火など他の芸能や祭りについても、リニアの開業を見据え、映像化の提

案をいただいた。 

エ 今後の取組み 

・制作した映像を飯田市のホームページで公開し、地域内外に向けて発信を行う。 

・地域住民や関係者等による試写会等を通じてヒアリング、アンケート等を実施し、映像の評

価、評価の検証を行う。 

 


